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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 15,328 △3.8 724 △35.3 1,219 △30.1 941 △27.9

2022年12月期第２四半期 15,938 6.4 1,120 △25.5 1,745 6.9 1,306 22.7

（注）包括利益 2023年12月期第２四半期 1,601百万円（△29.6％） 2022年12月期第２四半期 2,275百万円（26.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第２四半期 31.06 －

2022年12月期第２四半期 43.07 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年12月期第２四半期 45,754 32,467 70.2

2022年12月期 46,557 31,108 66.1

（参考）自己資本 2023年12月期第２四半期 32,112百万円 2022年12月期 30,778百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 8.00 － 8.00 16.00

2023年12月期 － 8.00

2023年12月期（予想） － 8.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 35,280 8.8 2,010 6.7 2,160 △9.8 1,550 △5.9 51.12

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2023年12月期第２四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期２Ｑ 30,321,283株 2022年12月期 30,321,283株

② 期末自己株式数 2023年12月期２Ｑ 192株 2022年12月期 192株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期２Ｑ 30,321,091株 2022年12月期２Ｑ 30,321,197株

※ 注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「（３）

連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会

社）が判断したものであります。

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行により、経済活

動の正常化が進んだものの、原燃料価格の高止まりや円安トレンドの継続による物価上昇等、不安定な状況が継続

しました。世界経済においても、インフレ進行や金融引き締め等の影響は大きく、全世界的に景気減速が継続しま

した。当社グループの主要販売先におきましては、第２四半期中に中国・台湾の需要環境に持ち直しの動きが出て

きましたが、国内は紙・板紙、印刷インキ等の需要減少が継続しており、依然として厳しい経営環境となりまし

た。

当社グループは、原燃料価格の上昇に対応した製品価格への転嫁を引き続き進めるとともに、新型コロナウイル

ス感染防止対策の緩和を受け、中国・東南アジアを主とする海外でのマーケティング活動の強化に努めましたが、

国内外の軟調な需要環境による販売数量の減少分をカバーしきれず、当第２四半期連結累計期間の売上高は15,328

百万円（前年同期比3.8%減）と前年同期を下回る水準となりました。利益面では、価格転嫁の進展や原料市況の緩

みにより回復基調にありますが、販売数量減少の影響が大きく営業利益は724百万円（前年同期比35.3%減）となり

ました。また、経常利益は、海外子会社へのグループ内貸付金に対する評価替えによる為替差益はありましたが、

1,219百万円（前年同期比30.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、941百万円（前年同期比27.9%減）

となりました。

セグメント別の経営成績は次の通りであります。

・製紙用薬品事業

当第２四半期連結累計期間の国内の紙・板紙生産量（速報値）は1,111万トンと、物価上昇による消費マイン

ドの冷え込みにより、これまで堅調だった段ボール原紙の生産量が減少し、前年同期比6.6％の減少となりまし

た。当社グループでは、原料価格上昇に対応した製品価格への転嫁を継続するとともに、国内外での差別化商品

の拡販を進めました。国内では需要減少の影響を受けましたが、中国・東南アジアでのマーケティング活動強化

による拡販を実施した結果、当事業の売上高は9,767百万円（前年同期比5.8％増）となりました。一方、セグメ

ント利益は、ベトナム子会社の償却費が利益の下押し要因となり、438百万円（前年同期比0.6％減）となりまし

た。

・樹脂事業

当第２四半期連結累計期間の国内の印刷インキ生産量（速報値）は13.0万トンと、前年同期比6.0％の減少と

なり市場の縮小傾向は継続しています。当社グループは、厳しい事業環境に対応するべく製品ポートフォリオ変

革と原燃料価格上昇に対応した製品価格への転嫁に努めましたが、国内印刷インキ用樹脂、及び中国の景気回復

の遅れに伴う粘着剤の需要減により、販売数量が減少したため、当事業の売上高は、2,993百万円（前年同期比

15.3%減）となりました。セグメント利益は、製造経費の低減等に努めましたが、売上高の減少により、12百万

円（前年同期比92.9%減）となりました。

・化成品事業

化成品事業の売上高は、欧米での景気減速の影響を受けた主力製品の輸出販売数量の減少等により2,568百万

円（前年同期比19.1％減）となりました。セグメント利益は、販売数量の減少、原燃料価格の上昇等により449

百万円（前年同期比34.1％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における当社グループの財政状態は以下の通りとなりました。

（流動資産）

受取手形及び売掛金の減少、電子記録債権の減少、及び原材料及び貯蔵品の減少などにより流動資産は23,544

百万円（前連結会計年度末比1,900百万円減）となりました。

（固定資産）

有形固定資産の増加などにより固定資産は22,209百万円（前連結会計年度末比1,096百万円増）となりまし

た。
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（流動負債）

支払手形及び買掛金の減少などにより流動負債は12,166百万円（前連結会計年度末比2,179百万円減）となり

ました。

（固定負債）

長期借入金の増加などにより固定負債は1,119百万円（前連結会計年度末比17百万円増）となりました。

（純資産）

利益剰余金、為替換算調整勘定の増加などにより純資産は32,467百万円（前連結会計年度末比1,358百万円

増）となりました。その結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は70.2％となりました。ま

た、有利子負債残高5,437百万円を自己資本で除した倍率（Ｄ／Ｅレシオ）は0.17倍となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績予想につきましては、2023年２月13日に公表しました業績予想に修正はありません。なお、業績予

想は現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異

なる場合があります。
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：千円）

製紙用
薬品事業

樹脂事業 化成品事業 合計
調整額

(注)１. ２

四半期連結
損益計算書
計上額(注)３

売上高

(1）外部顧客に対する売

上高
9,229,454 3,532,757 3,176,364 15,938,576 － 15,938,576

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
55,239 407,192 22,100 484,532 △484,532 －

計 9,284,694 3,939,949 3,198,464 16,423,109 △484,532 15,938,576

セグメント利益 441,459 179,334 682,478 1,303,273 △182,910 1,120,362

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2022年１月１日 至 2022年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．売上高の調整額△484,532千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益の調整額△182,910千円は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を適用し、収益

認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益又は損失の算定方法を同様に変更してお

ります。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「製紙用薬品事業」の売上高は

2,097千円減少、セグメント利益は2,097千円減少しております。「樹脂事業」の売上高は116,607千円減

少、セグメント利益は198千円減少しております。
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（単位：千円）

製紙用
薬品事業

樹脂事業 化成品事業 合計
調整額

(注)１. ２

四半期連結
損益計算書
計上額(注)３

売上高

(1）外部顧客に対する売

上高
9,767,070 2,993,041 2,568,770 15,328,882 － 15,328,882

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
33,058 458,602 16,338 507,998 △507,998 －

計 9,800,129 3,451,643 2,585,108 15,836,881 △507,998 15,328,882

セグメント利益 438,886 12,673 449,624 901,183 △176,857 724,326

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2023年１月１日 至 2023年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．売上高の調整額△507,998千円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益の調整額△176,857千円は、全社費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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